
（別紙２）

標 高

試掘年月日

深

度

(cm)

層

厚

(cm)

柱

状

図
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質

名

地
下
水
位

記載要領

4　砂は粗砂（粒径２～1/2ｍｍ）と中～細砂（粒径1/2～1/16ｍｍ）と区分する。

5　土質の色調、硬軟、風化、キ裂の状態等は記事欄に記入する。

6　地下水位が大きく変動する場合は、地下水位の欄に次の列により記入する。

　　　　　　　　　　　○月○日○時の水位

7　ひとつの試掘孔毎に作成すること。

記

事

1　試掘孔番号は、「設置場所の付近の見取図」に記載した試掘孔の番号を記入すること。

2　標尺は、１目盛を10センチメートルとする。

3　柱状図及び土質名は、次の例により記入する。これ以外の土質については、別な模様を作ってもさしつかえない。

調 査 地 名

試 掘 者

試掘孔番号

試 掘 方 法

標

尺

(cm)

50

100

150

200

土　質　柱　状　図　の　表　示　方　法

ｍ　　　№



8　様式の大きさは、B-5とする。


